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海藻か ら分離 され た新規 gammaproteobacterium
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【目的】沖縄県石垣島で 採取され た海藻 Halimeda　sp． （サボテ ングサの 種）の表面よ り分

離した Q−192株につ いて 、 16S　rRNA 遺伝子に基づ く分子系統解析、化学分類学的性状、生

埋 ・生 化学的性状を調べ
、 分離株の 分類学的検討を行 っ た。

【方法】1／10 濃度の Mar血e　agar 　2216
，
　Difco（1／10MA ；海水成分はMA と同濃度に調製）にア

ラ メ抽出液 を添加 した培地を用 いて細菌の 分離を行い 、得られた株につ いて MA で の 生育

を調べ
、 MA での 生育が著 しく劣る 1株を見出 した 。　Q−192 株は好塩性であ るの で 分類学的

性質の検討には，3％ NaCl 添加培地 、 75％ 人工海水培地を用いた。 16S　rDNA 塩基配列解

析および化学分類学的性状の検討には 1／10MA で培養 した菌体 を用いた。

【結果および考察】Q−192 株は分離当初 MA での 生育がわる く、 1110　MA で良好な生育を

示 した 。 運動 1生を有する好気性グラム陰 1生桿菌で、生育にNaClお よび Mg2
←

あるい は Ca2
＋

を

要求 した。 ビタミンな どの 栄養要求性 は認 め られなか っ た。温度 30℃ 、pH 　8．0、　 NaC1濃度

2−3 ％で良好に生育し、 糖を酸化的 に分解 した。GC 含量は 46　mol ％，主要な菌体脂肪酸は

Cl8：1 ω 7c
，
　Sum ・in・feature　3 （C16 ：1 ω7c あるい は C15：0　iso・2−OH ），　C　14：0で 、ヒ ドロキシ酸は

ClO：03 −OH であ っ た 。 16S　 rDNA 塩基配列解析の結果、分離株は Gammaproteobacten
’
a 綱に

属 し、 既知種 の 中で は Teredinibacter　 tttmenae，　Sacckarophagus　degnadansとそれぞれ 94．1％
，

93．8％ の相 同性を示 した 。 分離株の属する系統的 Clusterは、　 T　tttJnerae （分離源 ：海洋性
一
二

枚貝の 鰓）、S．　degradαns （分離源 ：海草）、　 Ma血 e　bryoz；oans （コ ケム シ類）の共生微生物に由

来する配列、北極の 氷、マ ングロ ーブの微生物相解析にお いて 得 られ た配列な ど、海洋環境

の種々 の Nicheに生息する細菌群で 構成されて い る点は興味深い 。
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